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アクサ生命保険株式会社（本社：東京都港区、代表執行役社長兼 CEO：ニック・レーン、以下「アクサ生命」）は、「社長さん
白書 2018」を発表しました。本調査は、2004 年より全国の中小企業経営者の皆さまに対面で実施している意識調査で、
今回で 7回目となります。 

今回は、「経営者の未来づくり」をテーマとし、「経営資源」、「事業承継」、「就業不能リスク」、「ご自身の未来づくり」、「健康
経営※」について質問し、調査結果からは、8 割の経営者が、「ヒト（人材）」を経営資源として最も重視していることや、「健康
経営」に対する認知度が高まっているものの、実際に「健康経営」に取り組んでいる経営者は 1割にとどまることが明らかと
なりました。あわせて、事業承継の現状や課題、就業不能が経営に与える影響といった問題も浮き彫りとなっています。 

 

アクサ生命は、今回の調査結果を踏まえ、経営者の皆さまのニーズにお応えする保険商品やサービスをご提供するととも
に、「健康経営」を全国の中小企業に広め、より良いアドバイスをお届けできるパートナーとなることを目指しています。 

 

また、アクサ生命が特設サイト「人生 100 年の歩き方」を通じてご提供している「全国の中小企業経営者に聞いた『老後の
生活』不安とは」もあわせてご覧ください。 

 

【社長さん白書 2018 注目の調査結果】                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q．社員の健康を重要な経営資源と捉え、健康促進に積極的に取り組

む企業経営スタイルのことを「健康経営」と言います。「健康経営」

という言葉をご存知ですか？ 

健康経営の認知度は上がってきていますが、実際に「健康経営」に取り

組んでいる経営者は 1割にとどまっています。 

Q．「ヒト」、「モノ」、「カネ」、「情報」の４つの経営資源のうち、 最も重

要と考えるものを 1つお答えください。 

8 割の経営者が「ヒト（人材）」がもっとも重要と考えています。 

Q．もし、ご勇退したとしたら、勇退後の生活をどのように過ごしたいで

すか？ 

勇退後も「働きつづける」と回答した経営者は、3 割以上にのぼります。 

Q．もし、生まれ変われたら、また社長をしますか？                  

6 割弱の経営者は、引き続き「社長」をすると回答しています。 

https://www.axa.co.jp/100-year-life/business/20181024
https://www.axa.co.jp/100-year-life/business/20181024


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「健康経営」は NPO 法人健康経営研究会の登録商標です。 
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Q．経営者が就業不能となった場合、最も経営に影響を与えると思

われることを１つ回答してください。 

就業不能とは、認知症や重篤な疾病・ケガなどで働けなくなった状

態のことです。8 割以上の経営者が経営に影響があると回答してい

ます。 

Q．バトンタッチ（事業承継）の時期を決めていますか？決めている場合は

その時期、決めていない場合はその理由も選択ください。 

バトンタッチ時期を決めていない経営者が約半数を占め、5 年前に比べ増

えています。一方、バトンタッチ時期を決めている経営者のうち退任時期を

70 歳以上（生涯経営者を含む）としている経営者も 5 年前から増加してお

り、その要因として経営者の高齢化などが考えられます。 

http://www.axa.co.jp/

